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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ） 

　プリズム（個の輝き・協同の輝き）　 第18号 

～幸せな学校の創造～ 

　　江東区立南砂中学校だより

校長　近藤　啓太 
 

今年度の学校評価につきまして 

 
  先日実施いたしました保護者アンケートへのご協力、ありがとうございました。皆様からいただいた貴重
なご意見をもとに、本校の成果と課題をまとめました。 
 

 
１． 本校の強み（成果があった点） 
 
（１）ICT活用と情報発信の充実　 （達成率 97.7%） 
　  「すぐーる」や「Classroom」の活用、ホームページ等による発信が高く評価されています。 
（２）安心・安全な学校づくり　 （達成率 94%以上） 
　 いじめ防止や不登校生徒への組織的な支援体制に、多くの保護者から信頼をいただいています。 
（３）健康への意識　 （達成率 93.2%） 
　 食育や保健指導を通じ、生徒の健康的な自立心が着実に育っています。 
 
２．さらなる成長への一歩（今後の課題） 
 
（１）自分自身を見つめる力　 （達成率 68.2%） 
　 キャリア・パスポートなどを活用し、自分の目標や成長を振り返る習慣をさらに定着させて
いきます。 
（２）リーダーの計画的な育成　 （達成率 70.5%） 
　 これまでも、始業式・終業式の「生徒代表の言葉」や講話後の「お礼の言葉」等、多くの生
徒が発表する場面を作ってきました。これからも、誰もがリーダーを経験し、主体的に動ける
機会を増やしていきます。 
（３）「あじみこし（挨拶）」の日常化　 （自由意見から） 
　 自分から明るく挨拶を交わし、地域の方々とも気持ちよく繋がれるマナーを再確認していきます。 
 
　 アンケートでは「子供が毎日楽しそうに通っている」といった温かいお言葉を多くいただきました。 
　 一方で、家庭学習の習慣化や、公共の場でのマナー向上など、学校と家庭・地域が手を取り合って取り
組むべき課題も見えてきました。 
　 生徒一人ひとりが「自分が主役」と思える学校を目指し、これからも「みんな輝く！」教育活動を推進し
てまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。 
　※　アンケートの（全項目）結果や自由意見は学校ホームページに掲載しています。 

 最も低い評価は、「キャリアパスポート」の活用で、

「わからない」が25％でした。家庭と学校との連携

を図りながら、効果を上げる必要があります。 
　 高い評価は、ＩＣＴの活用と学校公開等による見

える化でした。今年度すぐーるの活用を一歩進めま

した。一方で、ホームページの本来の意義を踏まえ

た活用が課題と考えます。

がんばるぞ！



令和８年２月 13 日発行
 

生徒のアンケートから 

 
　 生徒アンケートからは、生徒たちの学校生活への高い満足度と、自分たちで学校を良くしていこうとい
う前向きな姿勢が見えてきました。 
 
１．ここが南中の自慢！（成果） 
 
（１）学校への高い満足度(95.7％） 
  「南中に入学して良かった」と答えた生徒は全
体で95.7%でした。ただし、一年生は87.5％
にとどまっており、学級・学年指導や学校として
の取組で、今後挽回していきます。 
（２）確かな学びの手応え 
  「先生は基礎学力が身につくように教えている」と感じている生徒は96.9%  
「よむYOMUワークシートが役立っている」という声も86.6%で、学習への信頼感が高まっています。 
（３）行事への熱気（88.8％） 
　 文化祭や体育祭などの行事には多くの生徒が主体的に参加しており、「最高に楽しかった」という声が
多く寄せられました。特に二年生で96.6％、三年生で92.9％と高い割合となっています。 

 

２．これからの伸びしろ（課題） 
 
（１）学習の自律性（60％台） 
　 家庭学習への意欲向上（67.3%）やチャレンジ・ウェンズデーの活用（60.2%）には、改善の余地があり
ます。自ら目標を立てること、そして取組を習慣にすることをサポートしていきます。 
（２）「あじみこし」の再確認（80.6％） 
　 挨拶やマナーの習慣化は、学年が低いほど意識が高まっていません。「慣れ」を「中だるみ」にせず、本
校学校生活におけるスローガンを今一度大切にしていきます。 
（３）生徒の声を形に（自由意見から） 
　 「更衣場所の確保」や「給食時間の工夫」など、生活環境への具体的な要望も出ています。これらは生
徒会と連携し、改善に向けて検討を進めます。 
 
　 「毎日が楽しい！」という声は、私たち教職員にとっても大きな励みです。 
　 一方で、家庭学習の課題や、「あ・じ・み・こ・し」の形骸化など、率直な「弱点」も示されました。「言われ
てやる」のではなく、生徒自身が「自分たちの学校をより良くしたい」と思い行動できる
よう、生徒自治力の向上や対話を大切にした指導を続けてまいります。 
　 今回、ポロシャツの裾出しの可否について全学級で話し合いをしました。日常生活に
ついては詳細にルール設定をするのではなく、モラルとマナーの視点で日々見直しをし
ていければ素敵なことだと考えます。


